
編
 
集

後
記

 

片
岡
了
先
生
が
定
年
を
迎
え
ら
れ
る
に
際
し

「
退
休記
念
特
集

号
」
を
本
学
会
で
企
画
し
、
ご
寄
稿
を
仰
い
だ
と
こ
ろ
ご
覧
の
よ

う
に
高
橋
貞
一
先
生
を
は
じ

め
鷲
山
樹
心
先
生
・
水
田
紀
久
先

生
・
鈴
木
博
先
生

・
寺
川
真
知
夫
先
生

・
後
藤
昭
雄
先
生
・
三
村

晃
功
先
生
・
喜
多
川
恒
男
先
生
・
青
木
稔
弥
先
生
・
玉
村
千
恵
子

先
生

・
足
立
雅
代
先
生
か
ら
も
玉
稿
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
 

諸
先
生
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
 

学
内
の
教
員
・
特
別
研
修
員
・
大
学
院
修
了
生
な
ど
十
名
の
論

文
を
あ
わ
せ
て
、
二
十
一
編
の

記
念
論
文
集

を
刊
行
い
た
し
、
 

片
岡
了
先
生
に
奉
呈
申
し
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
る
。
 

最
後
に
、
本
記
念
号
刊
行
に
際
し
大
谷
大
学
か
ら
定
期
刊
行
物

出
版
補
助
金
を
た
ま
わ
っ
た
。
鼓
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
 

平
成
十
「
犀
一
ニ月
 

編
集
担
当
 
石
 
橋
 
義
 
秀
 


	Page 13

